[虫ぼし抄] British Documents on Foreign Affairs : Reports and paper from the Foreign Office Confidential Print. (英国外務省機密外交文書資料) by 藤野 雅士 & Fujino Masashi
[虫ぼし抄] British Documents on Foreign
Affairs : Reports and paper from the Foreign
Office Confidential Print. (英国外務省機密外交
文書資料)
著者 藤野 雅士
雑誌名 関西大学図書館フォーラム = Kansai University
Library forum
巻 5
ページ 21-21
発行年 2000-06-30
URL http://hdl.handle.net/10112/00022120
２１
	
			

		

　（英国外務省機密外交文書資料）
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　１９８巻
藤　野　雅　士
　１９世紀半ば、イギリスは「覇権」の絶頂期（パックス・ブリタニ
カ）にあった。当時、世界商船の３分の１がイギリス船籍で、イギリ
スの工業生産は世界の１９．９％を占めていた。「世界の工場」と呼ばれ
た所以である。国際システム（政治力・経済力・軍事力）のオピニオ
ン・リーダーとして君臨していた英国は、その中枢機関であった外務
省を通じて各情報網を駆使し、戦略を打ち立てていた。そのことを実
証する本資料は、英国の著名な学者によって編纂され、全体で４００巻
を越える。英国外交政策の貴重な資料であるとともに、情報収集の対
象となった各国の地域や国際関係研究の幅広い資料となっている。
今回の購入資料は以下のような１９８冊の構成となっている。
シリーズＦ　ヨーロッパ関係（１８４８－１９１４：３５巻、１９１９－１９３７：６７巻）
シリーズＧ　アフリカ関係（１９世紀半ば～第１次世界大戦：２５巻、第１次世界大戦～第２次世界大戦：３０巻）
シリーズＨ　第１次世界大戦（１９１４－１９１８：１２巻）
シリーズＩ　１９１９年パリ講和会議（１５巻）
シリーズＪ　国際連盟（１０巻）
シリーズＫ　経済問題、文化的プロパガンダと英国外務省の改革（４巻）
　これらシリーズＦ～Ｋは、上記のとおり１８５０年以降の経済状況、第１次世界大戦、またその処理を行ったパ
リ講和会議、ヴェルサイユ条約、国際連盟の設立に至るまで英国をはじめ五大国が大きな役割を担った当時の
資料を包含している。
　また、関西大学図書館はこれまでシリーズＡ～Ｅ（ロシア・ソ連、中東、北アメリカ、ラテンアメリカ、ア
ジア）の機密外交文書に関わる資料をすでに収蔵しており、今回の購入資料と併せ持つことにより１９世紀半ば
から２０世紀前半における英国外交政策の一大コレクションを形成することになるだろう。
（ふじの　まさし　運営課）
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	　マイクロ・フィルム版
山　本　亜希子
　現在、世界は実にさまざまな問題を抱えている。民族対立、地域紛争、核兵器、武器輸出、貧困、飢餓、難
民、人口問題、都市問題、資源・エネルギー、環境問題など、数えきれないほどの難問が存在する。これらの
多くは、先進工業国と発展途上国との間での経済格差や関係のあり方と不可分のものである。
　１８世紀中頃から始まった産業革命により、イギリスは、世界商業の支配権を握り、１９世紀に世界で最も栄え
た国家となった。このようなイギリスを始めとして、欧米諸国における産業革命の進展は、世界的規模で原料
の供給地と製品の市場の開拓を推し進めた。また、交通・運輸機関の発達は世界各地の距離を短縮し、原料や
商品の流通を速めた。こうして、世界は一体化していく傾向を強めたが、同時に世界は、工業化を実現し工業
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